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歯科定例研究会より
「くすり・検査値」がわかれば全身が見える㊦

研
面
究

主張　診療報酬プラス改定　会員署名で意志を示そう

会員インタビュー　西宮市　島田豊実先生
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以
前
テ
レ
ビ
で

こ
の
よ
う
な
川
柳

が
あ
っ
た
〝
相
合

傘　

惚
れ
て
る
ほ

う
が　

濡
れ
て
い

る
〞
う
ま
い
こ
と
言
っ
た
も
の

だ
。
天
気
予
報
が
か
な
り
正
確

に
な
っ
た
昨
今
、
二
人
が
急
に

雨
に
降
ら
れ
る
、
そ
こ
に
１
本

の
傘
し
か
な
い
、
な
ん
て
状
況

は
想
定
し
に
く
い
が
、
な
ん
と

な
く
憧
れ
す
ら
覚
え
る
。
子
ど

も
の
こ
ろ
の
相
合
傘
に
名
前
の

落
書
き
は
今
も
存
在
す
る
の
だ

ろ
う
か
▼
傘
は
傘
で
も
「
核
の

傘
」
こ
れ
は
非
常
に
厄
介
だ
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
川
崎
哲

あ
き
ら

氏

は
、
こ
の
言
葉
を
使
う
こ
と
を

止
め
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い

る
。
理
由
は
、
傘
だ
と
ま
る

で
、
す
っ
ぽ
り
と
包
み
こ
み
、

相
手
か
ら
身
を
守
る
防
御
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
が
、
実
際
は

「
核
を
使
用
す
る
ぞ
」
と
言
っ

て
相
手
を
威
嚇
す
る
こ
と
だ
か

ら
と
▼
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成

立
し
９
月
20
日
国
連
総
会
で
政

府
代
表
が
署
名
を
開
始
し
た
。

各
国
に
持
ち
帰
り
そ
れ
ぞ
れ
が

批
准
し
、
50
カ
国
が
批
准
す
れ

ば
、
90
日
後
に
発
効
す
る
。
こ

の
条
約
は
「
核
の
傘
」
す
な
わ

ち
核
に
よ
る
「
威
嚇
」
も
禁
じ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
核
兵
器
を

持
た
な
く
て
も
日
本
は
条
約
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
▼

も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
状
況
が

あ
る
。
非
核
三
原
則
が
あ
り
な

が
ら
、
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対

し
、
米
国
の
核
を
日
本
に
持
ち

込
み
配
備
し
よ
う
と
す
る
声
が

政
府
内
か
ら
上
が
っ
て
い
る
こ

と
だ
▼
日
本
政
府
の
姿
勢
を
変

え
る
市
民
社
会
の
圧
倒
的
な
力

が
必
要
な
時
。
ま
た
戦
後
最
大

の
憲
法
９
条
の
危
機
も
あ
る
。

私
た
ち
は
開
業
医
宣
言
10
、
平

和
の
希
求
に
あ
る
よ
う
に
、
核

廃
絶
も
不
戦
の
誓
い
も
、
す
べ

て
は
国
民
の
人
権
を
守
る
こ
と

と
捉
え
、
そ
の
任
務
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
無
）

　

ク
イ
ズ
形
式
で
、
患
者
さ
ん
や
市
民
に
日
本
の
医
療
の
現
状

と
問
題
点
を
知
っ
て
も
ら
い
、
社
会
保
障
改
善
の
世
論
を
高
め

る
た
め
、
協
会
は
今
年
も
10
月
か
ら
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

と
ラ
ジ
オ
関
西
で
協
会
提
供
コ
ー
ナ
ー
の
放
送
を
開
始
す
る
。

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、
医
療
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え

る
と
、
正
解
者
か
ら
抽
選
で
兵
庫
県
の
グ
ル
メ
景
品
が
当
た

る
。
待
合
室
な
ど
で
患
者
さ
ん
に
配
布
し
、
投
函
箱
に
回
収
し

て
い
た
だ
く
方
式
。
ク
イ
ズ
グ
ッ
ズ
は
す
べ
て
無
料
。
ぜ
ひ
多

く
の
医
療
機
関
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

　

２
０
０
５
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
。
今
回
は
「
診
療
報
酬
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。
診
療
報

酬
は
国
民
が
公
的
保
険
で
受
け

る
医
療
の
質
と
範
囲
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。
ま
た
、
手
術
に
よ
っ

て
か
か
る
医
療
費
の
国
際
比
較

や
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
先

進
国
間
比
較
を
ク
イ
ズ
に
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
診
療
報
酬
が

諸
外
国
と
比
べ
て
低
く
抑
え
ら

れ
て
お
り
、
医
療
機
関
が
厳
し

い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
実
態

を
伝
え
る
。

　

今
年
は
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
、
50
人
に
１
人
の
割
合
で

兵
庫
県
内
の
グ
ル
メ
景
品
が
当

た
る
。
50
人
以
上
の
応
募
が
あ

っ
た
医
療
機
関
か
ら
は
必
ず
当

選
者
が
出
る
も
の
で
、
当
選
本

数
も
大
幅
ア
ッ
プ
。
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
会
員
に
は
、
も

れ
な
く
参
加
賞
と
し
て
図
書
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

前
回
テ
ー
マ
の
高
齢
者
窓
口

負
担
増
に
つ
い
て
、
応
募
し
た

患
者
さ
ん
か
ら
は
、「
窓
口
負

担
が
も
う
少
し
安
け
れ
ば
助
か

る
」「
窓
口
負
担
を
引
き
下
げ

て
暮
ら
し
や
す
い
日
本
に
し
て

ほ
し
い
」「
今
回
の
よ
う
な
情

報
を
も
っ
と
発
信
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
や
励
ま
し
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
取
り
組
ん
だ
会
員
か

ら
も
、「
患
者
さ
ん
に
伝
え
に

く
い
医
療
の
問
題
を
知
っ
て
も

ら
え
る
」
と
好
評
を
得
て
い

る
。
詳
し
い
参
加
方
法
は
下
記

を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
会

員
の
先
生
も
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

ラ
ジ
オ
で
も

医
療
の
話
題
を
発
信

　

協
会
提
供
の
ラ
ジ
オ
番
組
も

ス
タ
ー
ト
す
る
。
ラ
ジ
オ
関
西

「
寺
谷
一
紀
と
！
い
・
し
ょ
く

・
じ
ゅ
う
！
」
内
の
「
聴
く
医

療　

医
療
知
ろ
う
」
コ
ー
ナ
ー

に
会
員
が
出
演
し
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
寺
谷
氏
ら
と
一
緒

に
医
療
に
つ
い
て
ト
ー
ク
す

る
。
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
続

け
て
お
り
、
病
気
の
予
防
や
治

療
に
関
す
る
健
康
情
報
か
ら
、

国
の
医
療
政
策
の
問
題
点
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
会
員
が
出
演
し
、
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
。

　

コ
ー
ナ
ー
の
放
送
期
間
は
10

月
５
日
か
ら
来
年
３
月
29
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
19
時
25
分

頃
か
ら
約
10
分
間
。
10
月
５
日

の
第
１
回
目
は
、
西
山
裕
康
理

事
長
が
出
演
す
る
。

テ
ー
マ
は
診
療
報
酬

秋
の
大
型
宣
伝
企
画
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

組織部長
宮武　博明

　

協
会
で
は
、
10
月
か
ら
11
月

末
ま
で
を
「
秋
の
組
織
強
化
月

間
」
と
し
て
会
員
拡
大
に
集
中

的
に
取
り
組
み
ま
す
。「
頼
り

に
な
り
役
に
立
つ
協
会
、
会
員

に
な
っ
て
得
を
す
る
協
会
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
４
５
０
人
会

員
を
め
ざ
し
ま
す
。（
９
／
15

現
在
会
員
数
７
３
８
６
人
）

　

来
年
度
予
算
の
厚
生
労
働
分

野
の
概
算
要
求
で
は
医
療
・
年

金
な
ど
の
「
社
会
保
障
の
自
然

増
」
と
し
て
６
３
０
０
億
円
増

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
安

倍
政
権
は
、
自
然
増
を
５
０
０

０
億
円
に
抑
え
る
た
め
、
社
会

保
障
費
を
１
３
０
０
億
円
削
減

す
る
方
針
で
あ
り
、
来
年
度
の

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
た
び
重
な
る
マ
イ

ナ
ス
改
定
に
よ
っ
て
、
医
療
現

場
か
ら
は
必
要
な
医
療
が
提
供

で
き
な
い
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

協
会
で
は
、「
診
療
報
酬
ア

ン
ケ
ー
ト
」
や
「
診
療
報
酬
引

き
上
げ
を
求
め
る
会
員
署
名
」

な
ど
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
る
会
員
の
声
を
直
接
厚
労

省
と
国
会
に
届
け
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
民
と
と
も
に
保

険
で
良
い
医
療
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
市
民
向
け
企
画
と
し

て
、
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
や
協
会
提

供
の
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
会
員
の
声
を
政
府
に
届

け
、
患
者
さ
ん
に
医
療
の
問
題

点
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
会
員
拡
大
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

医
院
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

　

協
会
は
、
保
険
請
求
、
新
規

開
業
後
の
６
カ
月
指
導
な
ど
の

審
査
指
導
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
減

点
相
談
、
税
務
・
労
務
相
談
、

診
療
に
関
す
る
各
種
研
究
会
、

ス
タ
ッ
フ
研
究
会
、
受
験
対
策

セ
ミ
ナ
ー
や
相
続
・
終
活
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
身
近
な
要
求
に
お
応

え
し
ま
す
。

　

会
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ

ー
ト
で
は
、
グ
ル
ー
プ
保
険
、

休
業
保
障
制
度
、
保
険
医
年
金

の
協
会
３
大
共
済
制
度
に
加

え
、
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険

な
ど
の
損
保
商
品
の
取
り
扱
い

も
開
始
し
ま
し
た
。

　

病
院
勤
務
医
の
先
生
方
に

は
、
勤
務
医
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
等
の
資

料
配
布
や
医
局
で
の
説
明
会
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
だ
協

会
を
ご
利
用
で
な
い
お
知
り
合

い
の
開
業
医
や
開
業
を
準
備
さ

れ
て
い
る
先
生
、
勤
務
医
の
先

生
、
ご
子
弟
に
ぜ
ひ
入
会
を
お

す
す
め
下
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

秋
の
組
織
強
化
月
間

秋
の
組
織
強
化
月
間

会
員
を
増
や
し
て

社
会
保
障
充
実
の
声
大
き
く

景品付きクイズチラシ景品付きクイズチラシ（10/16～1/15）（10/16～1/15）にご参加をにご参加を
　クイズチラシは医療機関で配布し、回収していた
だく方式です（協会ウェブサイトからも応募可
能）。待合室等に応募用紙と回収ボックスを置いて
いただき、投函された応募用紙をまとめて協会に郵
送いただきます。ぜひ「クイズチラシグッズ」（ク
イズチラシ100枚兼応募用紙、ポスター、回収ボッ
クス、返信用封筒、すべて無料）をご注文いただ
き、ご協力ください。
　ご注文は、月刊保団連10月号に同封の注文用紙に
ご記入の上、FAXいただくか、☎078－393－1807ま
でご連絡ください。昨年度、ご参加いただいた会員
医療機関には、今年も引き続きグッズをお届けしま
す。

昨年のラジオ収録の様子

10月16日からスタートする　　　　
「クイズで考える日本の医療2017秋」

　

本
紙
４
・
５
面
が
ポ
ス
タ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。
待
合
室
な
ど
に
掲
示
し
、
患
者

さ
ん
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出

演
ご
希
望
の
先
生
は
、
☎
078
―
393
―
１
８

０
７
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ラジオ関西ポスターをラジオ関西ポスターを
掲示してください　　掲示してください　　
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会員署名 会員署名 ９/20現在  730筆  730筆 ぜひご返信を！ぜひご返信を！

会
員
署
名
で
意
志
を
示
そ
う

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定

返信FAX：078－393－1802

増
）
要
求
で
あ
る
。
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
」
は
１
基
７
０
０
〜

８
０
０
億
円
。
日
本
国
民
の
税

金
か
ら
支
払
わ
れ
、
受
け
取
る

の
は
ア
メ
リ
カ
中
心
の
軍
需
企

業
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
の
乏

し
い
防
衛
費
こ
そ
無
駄
で
あ

り
、「
当
然
」
財
政
赤
字
の
一

果
、「
内
部
留
保
」
は
約
４
０

６
兆
円
（
１
年
間
で
28
兆
円

増
）、
現
金
・
預
金
は
過
去
５

年
間
で
約
50
兆
円
増
え
て
２
１

０
兆
円
に
達
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
は
危
機
を
煽
っ
て

予
算
減
、
防
衛
費
は
危
機
を
煽

っ
て
予
算
増
、
企
業
は
法
人
税

を
減
税
さ
れ
、
高
収
益
を
貯
め

込
み
給
与
に
回
さ
な

い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
金
額

を
も
う
一
度
見
比
べ

て
ほ
し
い
。
国
で
あ

れ
企
業
で
あ
れ
、
お

※用紙はFAXでお届けしています。また、月刊保団連10月号にも同※用紙はFAXでお届けしています。また、月刊保団連10月号にも同
封します。封します。
　署名は、役員が国会へ持参します。ぜひご協力をお願いします。　署名は、役員が国会へ持参します。ぜひご協力をお願いします。

る
「
露
払
い
」
も
あ
り
、
厳
し

い
マ
イ
ナ
ス
圧
力
が
か
か
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、「
医
療
・
介

護
・
年
金
・
子
育
て
・
働
き
方

改
革
」
の
要
求
額
を
こ
と
さ
ら

取
り
上
げ
、
膨
張
が
悪
で
あ
る

と
の
前
提
に
立
っ
て
改
革
（
＝

抑
制
）
を
主
張
す
る
。
そ
の
根

本
は
、
社
会
保
障
バ
ッ
シ
ン
グ

因
と
し
て
財
政
健
全
化
の
た
め

に
カ
ッ
ト
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
２
０
１
６
年
度

の
企
業
の
経
常
利
益
は
約
75
兆

円
で
過
去
最
高
。
し
か
し
、
法

人
税
収
は
増
え
て
お
ら
ず
、
労

働
分
配
率
も
下
が
り
続
け
、
46

年
ぶ
り
の
低
水
準
で
あ
る
。
結

金
の
集
め
方
・
使
い
方
は
、
そ

の
基
本
姿
勢
を
示
す
。

　

国
の
医
療
・
介
護
へ
の
姿
勢

は
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改

定
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
私

た
ち
の
意
志
を
署
名
の
数
で
明

確
に
示
そ
う
。

と
言
え
る
「
財
源
不
足
」「
国

債
発
行
の
原
因
」「
Ｐ
Ｂ
（
基

礎
的
財
政
収
支
）
赤
字
の
主

因
」
論
だ
が
、
こ
れ
ら
は
長
く

刷
り
込
ま
れ
た
根
拠
の
乏
し
い

ミ
ス
リ
ー
ド
で
あ
る
。

　

一
方
、
防
衛
省
は
過
去
最
大

の
５
・
３
兆
円
（
２
・
５
％

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部・有本まで

保険医のための「住宅ローン」が始まりました！

京都銀行提携融資制度のご案内

変動0.55％　　固定0.7％
（9月1日現在の金利）

（10年固定の場合）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑証
明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持ち込
み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受けていた
だきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

　

来
年
は
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
改
定
で
あ

る
。
医
療
に
対
す

る
私
た
ち
の
基
本

的
な
考
え
方
、
要
求
を
表
明
す

る
２
年
に
１
回
の
重
要
な
機
会

で
あ
る
。
協
会
・
保
団
連
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
診
療
報
酬

増
」「
患
者
窓
口
負
担
引
き
下

げ
」
を
求
め
る
会
員
署
名
は
、

も
う
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
だ

ろ
う
か
。

　

さ
て
、
厚
労
省
の
予
算
概
算

要
求
は
31
・
４
兆
円
、
当
初
予

算
の
２
・
４
％
（
７
４
０
０
億

円
）
増
で
あ
る
。
財
務
省
は

「
財
政
健
全
化
計
画
」
に
沿
っ

て
、
社
会
保
障
費
の
「
自
然

増
」
を
１
３
０
０
億
円
削
る
方

針
だ
。
中
で
も
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
に
は
「
プ
ラ
ス
改
定
は

無
理
筋
」
と
い
っ
た
報
道
に
よ

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

坂
谷　

久
明
先
生

灘
区　

内
科
・
小
児
科

６
月
20
日 

享
年
92
歳

曽
谷
千
鶴
子
先
生

中
央
区　

眼
科

８
月
27
日 

享
年
91
歳

　

10
月
10
日
公
示
、
10
月
22
日

投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
る
と
さ

れ
る
総
選
挙
に
向
け
て
、
政
策

部
で
と
り
ま
と
め
た
「
２
０
１

７
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
開

業
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）」

を
発
表
す
る
。

　

今
次
総
選
挙
に
あ
た
り
、
私

た
ち
保
険
医
は
地
域
医
療
崩
壊

を
招
く
患
者
負
担
増
、
社
会
保

障
費
削
減
、
医
療
へ
の
市
場
原

理
の
持
ち
込
み
、
社
会
保
障
を

国
民
同
士
の
助
け
合
い
に
変
質

さ
せ
る
こ
と
に
反
対
し
、
社
会

保
障
の
充
実
を
強
く
求
め
る
。

　

政
府
は
こ
の
間
、
国
会
の
度

に
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
改

悪
を
行
っ
て
き
た
。
一
つ
は
患

者
・
利
用
者
負
担
増
で
あ
り
、

第
２
次
安
倍
政
権
発
足
以
来
、

70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費
窓
口

負
担
の
引
き
上
げ
、
高
額
療
養

費
制
度
や
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
制

度
の
上
限
引
き
上
げ
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
特

例
軽
減
措
置
の
廃
止
、
入
院
時

の
光
水
熱
費
、
食
費
の
引
き
上

げ
、
介
護
保
険
利
用
料
の
引
き

上
げ
な
ど
多
岐
に
渡
る
患
者
・

利
用
者
負
担
を
強
行
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
医
療
供
給
体
制

に
つ
い
て
も
、
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
病
床
削
減
、
国
保
の
都

道
府
県
単
位
化
な
ど
地
域
の
実

情
を
無
視
し
た
再
編
を
強
行
し

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
２
０
１
６

年
か
ら
３
年
間
を
「
財
政
健
全

化
計
画
の
集
中
期
間
」
と
し
て

社
会
保
障
費
の
伸
び
を
５
０
０

０
億
円
ま
で
抑
制
す
る
計
画
の

も
と
、
２
０
１
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
実
に
マ
イ
ナ
ス

１
・
43
％
と
な
る
診
療
報
酬
改

定
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
度
重

な
る
制
度
改
悪
に
よ
り
地
域
の

医
療
・
介
護
現
場
は
疲
弊
し
て

い
る
。
直
ち
に
こ
う
し
た
改
悪

を
止
め
、
来
る
２
０
１
８
年
度

診
療
報
酬
改
定
、
介
護
報
酬
改

定
で
は
抜
本
的
な
プ
ラ
ス
改
定

を
求
め
た
い
。

　

政
府
の
経
済
政
策
は
、
大
企

業
に
は
史
上
空
前
の
利
益
を
も

た
ら
し
た
も
の
の
、
度
重
な
る

社
会
保
障
負
担
増
な
ど
に
よ
り

多
く
の
国
民
の
可
処
分
所
得
は

減
少
し
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大

を
も
た
ら
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
・
与
党
は
今
次

総
選
挙
の
争
点
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
憲
法
９
条
へ
の
自
衛
隊
の

明
記
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
一
昨
年
の
安
保
法
に
続

き
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
と
も

に
世
界
中
で
戦
争
で
き
る
国
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
医
師
、
歯
科
医
師

と
し
て
国
民
の
命
と
健
康
を
危

険
に
さ
ら
す
、
医
療
・
社
会
保

障
制
度
の
改
悪
に
強
く
反
対
す

る
。
富
裕
層
や
大
企
業
の
み
が

恩
恵
を
受
け
る
経
済
政
策
で
は

な
く
、
富
裕
層
や
大
企
業
の
応

分
の
負
担
で
税
・
保
険
料
の
累

進
性
を
高
め
医
療
・
社
会
保
障

制
度
を
充
実
さ
せ
て
、
所
得
再

分
配
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
貧
困
と
格
差
を
縮
小
す

る
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

個
別
要
求

１
、
医
療
の
改
善
要
求

①
地
域
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
医
療
・
介
護
提
供
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
。

②
医
師
不
足
を
解
消
す
る
と
と

も
に
相
次
ぐ
医
師
の
過
労
死
を

防
ぐ
た
め
、
医
師
、
看
護
師
な

ど
の
養
成
数
を
増
や
す
こ
と
。

③
患
者
負
担
増
計
画
を
撤
回

し
、
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
割
合
を
も
と
に
も
ど
す
こ

と
。
こ
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負

担
は
国
の
責
任
で
中
学
３
年
生

ま
で
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生

ま
で
無
料
を
め
ざ
す
こ
と
。

④
診
療
報
酬
本
体
部
分
を
10
％

以
上
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑤
歯
科
医
療
危
機
の
打
開
に
ふ

さ
わ
し
い
歯
科
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
保
険
範
囲
の
拡

充
、
歯
科
技
工
士
の
労
働
環
境

の
改
善
を
行
う
こ
と
。

⑥
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
や
株

式
会
社
に
よ
る
医
療
機
関
運
営

な
ど
医
療
分
野
で
の
規
制
緩
和

を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑦
強
引
な
国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
を
止
め
、
国
庫
負
担
の
引

き
上
げ
で
国
保
保
険
料
を
引
き

下
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
短
期
保

険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を

や
め
る
こ
と
。
学
資
保
険
な
ど

の
差
し
押
さ
え
を
行
わ
な
い
こ

と
。

⑧
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
を

形
骸
化
さ
せ
る
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑨
介
護
保
険
制
度
を
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
。
ａ
．
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
認

定
方
式
を
改
め
る
こ
と
。
ｂ
．

保
険
料
を
応
能
負
担
に
あ
ら
た

め
る
こ
と
。
ｃ
．
利
用
者
負
担

を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

⑩
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事
業

税
非
課
税
措
置
と
４
段
階
税
制

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

２
、
震
災
復
興
を
求
め
る
要
求

①
熊
本
地
震
被
災
者
の
医
療
費

一
部
負
担
金
免
除
措
置
の
対
象

者
と
期
間
を
拡
大
し
、
全
被
災

医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援

を
行
う
こ
と
。

②
東
日
本
大
震
災
の
医
療
費
一

部
負
担
金
免
除
措
置
を
、
復
興

が
完
了
す
る
ま
で
再
実
施
し
、

全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公

的
支
援
を
行
う
こ
と
。

③
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係
の

な
い
事
業
に
復
興
予
算
を
流
用

す
る
の
を
や
め
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
真
に
役
立
つ
予
算
執

行
を
行
う
こ
と
。

④
災
害
援
護
資
金
の
返
済
免
除

要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

３ 

、
財
政
構
造
の
転
換
を
求
め

る
要
求

①
消
費
税
の
10
％
へ
の
増
税
を

や
め
、
医
療
機
関
の
控
除
対
象

外
消
費
税
を
ゼ
ロ
税
率
導
入
に

よ
り
解
決
す
る
こ
と
。

②
無
駄
な
大
型
公
共
事
業
や
不

必
要
な
防
衛
予
算
な
ど
、
税
金

の
使
い
方
を
見
直
し
、
社
会
保

障
へ
の
公
費
負
担
を
拡
充
す
る

こ
と
。

③
空
前
の
利
益
を
上
げ
、
内
部

留
保
を
積
み
増
し
し
て
い
る
大

企
業
に
、
安
定
的
雇
用
の
拡

大
、
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
社
会
保
険
料
収
入
を
確
保

す
る
こ
と
。

④
大
企
業
や
富
裕
層
向
け
の
優

遇
税
制
を
あ
ら
た
め
、
法
人
税

や
所
得
税
率
を
引
き
上
げ
、
社

会
保
障
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
。
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な
ど

に
よ
り
税
金
逃
れ
を
行
っ
て
い

る
企
業
や
富
裕
層
に
追
徴
的
に

課
税
す
る
こ
と
。

４ 

、
環
境
・
公
害
に
関
わ
る
要

求
①
稼
働
中
の
原
発
を
停
止
し
、

す
べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
、
新

増
設
、
輸
出
を
止
め
、
全
原
発

の
廃
炉
を
決
断
す
る
こ
と
。

②
原
子
力
規
制
委
員
会
を
透
明

か
つ
公
正
・
民
主
的
な
機
関
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
。

③
脱
原
発
・
脱
石
炭
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
政
策
に

転
換
す
る
こ
と
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に
関

す
る
国
の
責
任
を
認
め
、
被
害

実
態
の
正
確
な
調
査
・
把
握
、

充
分
な
補
償
を
行
う
こ
と
。

⑤
震
災
時
を
は
じ
め
と
す
る
建

物
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
を
防
止
す
る
た
め
、
実
効
性

の
あ
る
予
防
策
を
行
う
こ
と
。

５ 

、
反
核
・
平
和
と
国
民
主
権

を
強
化
・
充
実
す
る
要
求

①
安
全
保
障
関
連
法
を
廃
止

し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
を
取
り
消
す
こ

と
。

②
憲
法
を
守
り
、
憲
法
ど
お
り

の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

③
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条

件
撤
去
し
、
辺
野
古
へ
の
新
基

地
建
設
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る

と
と
も
に
条
約
に
参
加
を
し
な

い
核
保
有
国
な
ど
に
批
准
を
求

め
る
こ
と
。

 

以
上

２
０
１
７
年
９
月　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　　

  

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

２
０
１
７
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

２
０
１
７
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
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児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
の
大
学
進
学
率
は
１
割
に
す
ぎ

ず
、
全
国
平
均
の
５
割
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
島
田
豊
実
先
生

（
西
宮
市
・
シ
マ
ダ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
は
、
児
童

養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
歯
科

矯
正
治
療
と
学
習
支
援
を
し
て
い
る
。
足
立
了
平
副
理
事
長

（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保
健
学
科
教
授
）
が
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
き
っ
か
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
き
っ
か
け

　

足
立　

先
生
は
児
童
養
護
施

設
の
子
ど
も
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
歯
科
矯
正
治
療
や
予
防

指
導
を
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き

ま
し
た
。
非
常
に
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
始
め
ら
れ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

島
田　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
す
。
避
難
所
な
ど
で
復
興
し

よ
う
と
が
ん
ば
る
被
災
者
を
間

近
で
見
て
、
自
分
も
何
か
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
歯
科
矯
正

を
専
門
に
勉
強
し
て
き
た
自
分

で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
は
何

だ
ろ
う
か
と
考
え
始
め
ま
し

た
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

歯
科
医
院
で
た
ま
た
ま
施
設
の

子
ど
も
を
数
回
診
察
し
た
際
、

そ
の
子
が
最
終
回
に
深
々
と
お

じ
ぎ
を
し
て
帰
っ
た
こ
と
が
心

に
残
り
ま
し
た
。
お
金
の
こ
と

も
あ
っ
た
の
か
、
継
続
的
な
治

療
が
必
要
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
そ
の
子
は
二
度
と
来
院
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

宝
塚
市
で
開
業
し
た
際
に
も

そ
の
子
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
歯
並
び
に

よ
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
社
会
で
立

派
な
成
人
と
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、

施
設
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
歯
科

矯
正
治
療
と
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

足
立　

歯
科
矯
正
は
保
険
の

対
象
で
は
な
く
自
費
治
療
で
す

の
で
、
非
常
に
高
額
に
な
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

島
田　

医
院
か
ら
の
持
ち
出

し
で
何
と
か
成
り
立
た
せ
て
い

ま
す
。
学
校
健
診
で
歯
科
矯
正

の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
も
、

都
道
府
県
な
ら
び
に
政
令
指
定

都
市
か
ら
の
補
助
金
（
措
置

費
）
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い

そ
う
で
す
。
近
所
の
施
設
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
る
と
、

歯
並
び
に
問
題
の
あ
る
子
ど
も

を
数
人
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
診
療
所
を
西
宮
市
に
移
転

し
た
際
、
も
っ
と
多
く
の
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

決
心
し
、
範
囲
を
広
げ
て
兵
庫

県
内
約
30
カ
所
の
施
設
を
訪
問

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出

ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
畿
圏
内

約
１
０
０
カ
所
の
児
童
養
護
施

設
に
対
し
て
も
案
内
し
て
い
ま

す
。

取
り
組
み
を
評
価

取
り
組
み
を
評
価

学
会
奨
励
賞
を
受
賞

学
会
奨
励
賞
を
受
賞

　

足
立　

先
生
は
こ
の
活
動
で

「
日
本
社
会
貢
献
学
会
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

島
田　

あ
る
施
設
長
の
方
か

ら
「
先
生
の
し
て
い
る
こ
と
を

世
の
中
に
知
っ
て
も
ら
い
、
多

く
の
歯
科
医
師
の
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
学
会
な

ど
で
よ
び
か
け
て
ほ
し
い
」
と

の
お
話
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
新

聞
に
公
募
さ
れ
て
い
た
「
日
本

社
会
貢
献
学
会
賞
」
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
奨
励
賞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
「
地
域
で

先
進
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
し

　

良
く
な
い
咬
み
合
わ
せ
を
歯

科
矯
正
治
療
で
改
善
す
る
こ
と

で
脳
の
血
流
が
良
く
な
る
と
共

に
、
脳
内
環
境
が
変
化
し
て
き

て
、
心
や
身
体
全
体
に
変
化
を

及
ぼ
す
と
考
え
て
い
ま
す
。
歯

科
矯
正
治
療
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
は
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
お

り
、
よ
り
多
く
の
歯
科
医
師
の

先
生
に
ご
支
援
を
お
願
い
で
き

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

大
学
進
学
へ

大
学
進
学
へ

学
習
も
サ
ポ
ー
ト

学
習
も
サ
ポ
ー
ト

　

足
立　

先
生
は
歯
科
矯
正
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

　

島
田　

は
い
。
歯
科
矯
正
治

療
を
す
る
中
で
、
施
設
で
暮
ら

す
高
校
２
年
生
の
女
子
生
徒
か

ら
「
大
学
に
進
学
し
た
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
地
域
共

生
の
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
方
で
各
科
目
を
分
担

し
、
施
設
や
診
療
所
の
一
室
を

使
っ
て
学
習
支
援
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
子
と
は
、
将
来
ど
う

し
た
い
か
十
分
に
話
し
合
い
も

し
ま
し
た
。
彼
女
は
看
護
大
学

に
進
学
す
る
こ
と
を
決
め
、
看

護
師
と
保
健
師
の
資
格
を
取

り
、
卒
業
後
は
神
戸
市
内
の
公

的
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

彼
女
の
姿
を
見
て
、「
自
分

も
進
学
し
て
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
の
で
は
」
と
思
う
子
が
出

て
き
ま
し
た
。
工
業
高
校
卒
業

後
に
建
築
会
社
に
い
っ
た
ん
就

職
し
た
も
の
の
退
職
し
た
男
子

が
「
大
学
に
進
学
し
た
い
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
教
え
て

ほ
し
い
」
と
転
が
り
込
ん
で
き

ま
し
た
。
私
を
含
め
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
た
結
果
、
そ
の
子
は
看
護

大
学
に
入
学
し
、
今
は
大
学
院

進
学
を
め
ざ
し
て
勉
強
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

足
立　

十
分
な
教
育
の
機
会

子
ど
も
の
貧
困
を
な
く
す
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
語
り
合
っ
た　
　

会員インタビュー　西宮市　島田 豊実先生

全ての子どもに必要な歯科医療と教育を全ての子どもに必要な歯科医療と教育を

を
得
る
こ
と
は
子
ど
も
の
権
利

で
す
。
し
か
し
、
全
国
の
高
校

生
の
大
学
・
短
大
の
進
学
率
は

５
割
を
超
え
て
い
る
中
、
施
設

の
子
ど
も
は
１
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

島
田　

残
念
な
が
ら
親
の
経

済
力
が
子
ど
も
の
能
力
に
影
響

を
与
え
て
し
ま
う
時
代
で
す
。

学
習
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と

で
、
そ
の
子
ど
も
が
将
来
へ
の

希
望
と
自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ

る
力
を
獲
得
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
ま
た
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
支

援
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
れ
で
自
立
で
き
る
。
夢
は

叶
え
ら
れ
る
ん
だ
」「
私
が
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て

い
き
た
い
」「
自
分
も
役
に
立

つ
人
間
に
な
り
た
い
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

十
分
な
教
育
届
け
て

十
分
な
教
育
届
け
て

貧
困
の
連
鎖
断
ち
切
る

貧
困
の
連
鎖
断
ち
切
る

　

足
立　

今
後
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

島
田　

歯
科
矯
正
と
学
習
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、
毎
日
放
送

「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」、
神
戸

新
聞
、
毎
日
新
聞
で
私
の
活
動

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
協
会
が
行

っ
た
学
校
歯
科
治
療
調
査
結
果

の
報
道
と
共
に
全
国
に
放
送
さ

れ
、
こ
こ
数
カ
月
で
多
く
の
方

に
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

十
分
な
教
育
を
受
け
る
機
会

を
得
ら
れ
ず
に
、
低
収
入
の
仕

事
に
し
か
就
け
な
い
施
設
の
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

う
い
う
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
社
会
で

活
躍
で
き
る
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た

い
。
同
時
に
私
個
人

の
活
動
に
と
ど
め

ず
、
国
や
行
政
に
よ

る
施
策
に
つ
な
げ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

足
立　

先
生
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

西宮市・シマダデンタルクリニック

島田　豊実先生
【しまだ　とよみ】1963年生まれ。1988年東京薬科大学薬学
部卒業、1992年大阪大学歯学部卒業。1996年大阪大学歯学部
歯科臨床系博士課程修了後、1997年大阪大学歯学部口腔解剖
学第二講座に移籍。2001年シマダデンタルクリニックを宝塚
市に開設し、2012年西宮市に移設、現在に至る

て
い
る
個
人
や
団
体

に
対
し
、
社
会
貢
献

学
会
と
し
て
表
彰

し
、
そ
の
活
動
の
評

価
や
活
動
記
録
を
公

表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
貢
献
活
動

の
意
義
と
活
動
を
周

知
す
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。

　

受
賞
は
国
際
歯
学

会
「
ピ
エ
ー
ル
・
フ

ォ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
の
会
報
に

掲
載
さ
れ
、
活
動
を

紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
少
し
で
す
が
世

の
中
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

足立 了平副理事長
聞
き
手

日　時　10月８日（日）14時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
参加費　無料
■パネル報告　報告①　学校歯科治療調査結果からみた子どもの貧困
 兵庫県保険医協会副理事長　加藤　擁一氏　　
　　　　　　　報告②　子どもの貧困問題を可視化する
 公益財団法人あすのば事務局長　村尾　政樹氏
　　　　　　　報告③　子どもの口腔が映し出す貧困の実情
 静岡県社会福祉士会副会長　安藤　千晶氏　　
コーディネーター・司会
 神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授　足立　了平氏
※終了後、歯の健康相談（無料）
主　催　「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民シンポジウム

子どもの貧困と口の健康子どもの貧困と口の健康　　― 健康格差の解消を目指して― 健康格差の解消を目指して

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

知っておきたい『指導』の現状と対策
②14時～16時

①10時30分～12時30分
－「カルテ記載を中心とした
 指導対策テキスト」のポイント解説も－
会　場　協会５階会議室
講　師　 野田倫子弁護士（花くま法律

事務所）、協会講師陣
講　師　 兵庫医科大学病院歯科口腔外

科准教授　野口一馬先生

『病気を持った患者の歯科治療』セミナー

歯科部会 10月15日（日）の研究会

第２回『脳血管障害、抗血栓薬と歯科
治療、血液の病気』

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで
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！ 　　

個人年金保険料控除がとれる
個人年金型と自在性の一般型

１.割安掛金が満期まで上がりません
２. 最長75歳まで、730日の充実保障
３. 掛け捨てではありません
４. 弔慰・高度障害給付あり
５. 自宅療養、代診をおいても給付
６. うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７. 所得補償保険や医療保険、公的保険
制度の給付に関係なくお支払い

病気やケガによる休業の備えに、
協会が一番にお勧めします

会員のご家族、スタッフもご加入いただけます。 医事紛争の備えは必須です

保険の見直しに効きめ大！
ネット生保と比べてみてください

格安保険料と高配当が魅力
■ 毎年高配当を維持

■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者も1000万円のセット加入
■ 加入者数5000人超
■ 医師による診査なし
■ 最長75歳まで保障

過去８年平均46％配当 会員医療機関で業務に従事されているご
家族、個人年金保険料控除をとっていな
い会員の皆さま、医院スタッフもご加入
いただけます

年金保険なのに自在性が魅力！

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用にお勧めします

● １口単位で解約・中断・再開が可能
● 事前に満期日の指定は不要（最長80歳まで）
● 受取方法は受給時に選択
　（10年15年定額、15年20年逓増型、または一括受取）
● 万一の時はご遺族に全額給付

予定利率 1.259％
※ 2016年度は上乗せ配当と合わせて配当率は1.361％でした

● 「月払｣は 毎月5,000円～ 300万円
● 「一時払｣は毎回10万円～１億円まで

予定利率 1.289％　2016年度は上乗せ
配当と合わせて配当率は1.467％でした。
秋の受付は加入中の方の｢一時払｣増額の
みとなります。

ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル
積立年金

所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険

保険医年金保険医年金休業保障制度休業保障制度 グループ保険グループ保険

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

２０１７年(平成２９年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８５７号 （６）

　

淡
路
支
部
で
は
７
月
29
日
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
で
、
日
常

診
療
勉
強
会
「
抗
菌
剤
の
適
正

使
用
に
つ
い
て
」
を
開
催
、
医

師
８
人
が
参
加
し
た
。
県
立
淡

路
医
療
セ
ン
タ
ー
血
液
内
科
部

長
の
野
村
哲
彦
先
生
が
講
師
を

務
め
た
。

　

野
村
先
生
は
、
疾
患
別
に
抗

生
物
質
の
投
与
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
解
説
し
、
適
切
な
時
期

に
適
切
な
抗
生
剤
を
使
用
す
る

こ
と
が
、
耐
性
菌
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
し

た
。

　

同
種
の
抗
生
剤
で
あ
っ
て

も
、
内
服
薬
と
注
射
薬
剤
で
は

そ
の
血
中
濃
度
は
大
き
く
異
な

り
、
初
期
に
効
果
の
あ
る
薬
剤

を
適
切
に
投
与
す
る
必
要
が
あ

る
と
解
説
し
た
。
最
近
で
は
腸

剤
が
な
く
な
り
、
現
在
は
治
療

で
き
て
い
る
疾
患
で
も
救
わ
れ

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
、
抗
生
剤
を
選
択
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
締
め
く
く
っ

た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
日
頃
の
疑

問
点
や
具
体
的
な
用
法
に
つ
い

て
、
非
常
に
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　

協
会
は
８
月
19
・
20
日
に
、

医
療
事
務
初
心
者
向
け
の
保
険

請
求
事
務
講
習
会
を
姫
路
市
内

で
開
催
。
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
長

ら
27
人
が
参
加
し
た
。
高
森
信

岳
理
事
と
八
木
秀
満
副
議
長
が

講
師
を
務
め
た
。

　

高
森
先
生
は
、
保
険
診
療
の

範
囲
、
保
険
給
付
外
の
療
養
に

始
ま
り
、
保
険
診
療
の
実
務
の

た
。
普
段
レ
セ
コ
ン
を
使
用
し

て
い
る
参
加
者
も
多
く
、
手
書

き
で
の
レ
セ
プ
ト
作
成
と
い
う

慣
れ
な
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
実
習
に
取
り
組
ん

だ
。
２
日
間
の
講
習
を
終
え
た

参
加
者
に
は
、
修
了
証
が
渡
さ

れ
た
。

　

八
木
先
生
は
、
災
害
な
ど
の

非
常
時
も
医
療
事
務
が
で
き
る

た
め
の
備
え
が
重
要
と
し
て
、

レ
セ
コ
ン
で
普
段
行
っ
て
い
る

操
作
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ

と
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
保

険
請
求
は
世
界
一
複
雑
に
な
っ

て
お
り
、
保
険
医
協
会
は
診
療

報
酬
に
つ
い
て
研
究
を
積
み
重

ね
て
い
る
の
で
、
普
段
の
保
険

請
求
で
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
協
会
に
相
談
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

保
険
請
求
に
関
す
る
相
談

は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
３
ま

で
。
平
日
午
前
10
時
〜
12
時
、

午
後
２
時
〜
５
時
の
間
で
受
け

付
け
て
い
る
。

要
点
を
一
つ
ひ
と
つ

説
明
。
入
院
外
の
診

療
報
酬
点
数
の
要
点

と
留
意
事
項
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
薬
剤

点
数
や
注
射
量
に
つ

い
て
は
、
例
題
を
用

い
て
参
加
者
に
計
算

し
て
も
ら
う
な
ど
の

実
習
も
行
っ
た
。

　

八
木
先
生
は
、
カ

ル
テ
３
号
様
式
の
記

入
と
、
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）

の
作
成
を
解
説
し

管
か
ら
の
吸
収
率
が

低
い
内
服
薬
の
抗
生

剤
が
使
用
さ
れ
る
用

法
が
見
ら
れ
る
が
、

十
分
な
血
中
濃
度
が

得
ら
れ
ず
に
耐
性
菌

を
生
じ
さ
せ
る
だ
け

で
効
果
が
な
い
場
合

が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち

が
抗
菌
剤
を
適
正
使

用
し
な
け
れ
ば
、
近

い
将
来
、
今
の
子
ど

も
た
ち
が
耐
性
菌
に

よ
っ
て
使
え
る
抗
菌

県立淡路医療センターの野村哲彦先生（右上）
が疾患別の抗生物質の投与について解説　　　

事務初心者向けに２日間かけた
講習会は毎回好評　　　　　　

抗菌剤の適正使用で
耐性菌防ごう

淡路支部　日常診療勉強会淡路支部　日常診療勉強会

保
険
請
求
事
務
講
習
会

保
険
請
求
事
務
講
習
会
inin
姫
路
姫
路

請
求
の
基
本
み
っ
ち
り
学
ぶ

 
不
明
な
点
は
協
会
に
相
談
！

〈初診料・再診料〉
Ｑ１　ある傷病で診療継続中の患者につ
き、新たに発生した他の傷病で同一医療
機関を受診した場合、当該新たに発生し
た傷病については、初診料を算定するこ
とができるか。
Ａ１　①診療継続中の患者が同一診療科
を受診した場合、初診としては取り扱わ
ず、再診料を算定します。
　②別の診療科を、同一日に新たに受診

した場合、初診料の「注５」のただし書
きに規定する２科目初診料として、141
点を算定します。
　③別の診療科を、別日に新たに受診し
た場合、初診としては取り扱わず、再診
料を算定します。
Ｑ２　患者が任意に診療を中止し、１月
以上経過した後、再び同一の保険医療機
関において診療を受ける場合には、その
診療が同一病名または同一症状によるも
のであっても、その際の診療を初診とし
て取り扱ってよいか。
Ａ２　初診として取り扱います。ただ
し、慢性疾患など明らかに同一の疾病ま
たは負傷であると推定される場合の診療
は、初診として扱いません。

医科保険請求

ライフプランセミナー

片づけからはじまるあったかい生前整理片づけからはじまるあったかい生前整理
～幸せなエンディングを迎えるために～～幸せなエンディングを迎えるために～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　10月28日（土）15時30分～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　一般社団法人生前整理普及協会生前整理アドバイザー認定指導員　北原　玲子氏

日　時　10月７日（土）17時～18時30分
会　場　JEC日本研修センター神戸元町
講　師　鹿児島大学大学院　乾明夫教授

■西宮・芦屋支部■漢方研究会
六君子湯の作用～グレリンを中心に

日　時　10月15日（日）14時30分～17時
会　場　三田市総合福祉保健センター
定　員　300人

■北摂・丹波支部■市民公開企画
映画「この世界の片隅に」上映会

●医院経営研究会 10月例会

医院継承・閉院の医院継承・閉院の
　　税務上の留意点　　税務上の留意点

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1805 有本まで

日　時　10月28日（土）
　　　　14時30分～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　税理士　田中雄司先生
参加費　3000円
　　　　（医経研会員は無料）
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（前号からの続き）
Ｄ）骨粗鬆症治療薬（表６、７）
　顎骨壊死起因薬剤としてはBP製剤と
抗RANKL抗体製剤、さらにはがん治療
に使用される数種の分子標的薬が考えら
れている。注射薬はおくすり手帳に載ら
ないが、デノタスが処方されていたら必
ずランマークもしくはプラリアが使用さ
れている。リクラストはゾメタと同成分

表６　経口骨粗鬆症治療薬の分類と高シェア薬剤 表８　消化器系薬の分類と高シェア薬剤

図　がん治療の流れ

表７　注射用骨粗鬆症治療薬の分類

表９　主要先発・後発品対照表（太字：ジェネリック移行率
が高く処方数も多い製剤）　　　　　　　　　

分 類 薬剤名
ビタミンＤ3 エディロール・アルファロールＧ
ビタミンＫ2 ケイツーＧ・グラケーＧ
エストロゲン調節薬（SERM）エビスタ・ビビアント

ビスフォスフォネート（BP） ボナロン（フォサマック）Ｇ・ベネット
（アクトネル）Ｇ・リカルボン（ボノテオ）

分 類 製 剤 顎骨壊死
誘発性

投与間隔

BP製剤
ボナロン ＋ １カ月
ボンビバ ＋ １カ月
リクラスト（新） ＋ １年

分子標的薬（抗RANKL抗体）プラリア ＋ ６カ月

副甲状腺ホルモン フォルテオ自己皮下注 － 毎日
テリボン皮下注 － 毎週

（参考）がんの骨転移適応でBP製剤のゾメタＧ、抗RANKL抗体のランマークが使用
されておりいずれも顎骨壊死誘発性を有する。

分　類 高シェア商品名
消化性潰瘍
治療薬

カリウムイオン競合型
アシッドブロッカー

タケキャブ

PPI（プロトンポンプ阻
害薬）

ネキシウム、タケプロンＧ、パリ
エットＧ、オメプラールＧ

Ｈ2ブロッカー ガスターＧ、ザンタックＧ、アシ
ノンＧ

防御因子増強薬 ムコスタＧ、セルベックスＧ
消化管運動調整薬 ガスモチンＧ
消化酵素複合剤 タフマック

カテゴリー 先発品 ジェネリック
降　圧 ブロプレス カンデサルタン

アムロジン（ノルバスク） アムロジピン
メインテート ビソプロロール
アーチスト カルベジロール

脂　質 リピトール アトルバスタチン
糖　尿 アマリール グリメピリド

アクトス ピオグリタゾン
メトグルコ メトホルミン
ベイスン ボグリボース

抗血栓 プラビックス クロピドグレル
プレタール シロスタゾール

BP ボナロン（フォサマック） アレンドロン酸
ベネット（アクトネル） リセドロン酸
ゾメタ ゾレドロン酸

PPI タケプロン ランソプラゾール
パリエット ラベプラゾール

H2B ガスター ファモチジン
胃防御 ムコスタ レバミピド

表15　おくすり手帳に載る分子標的薬

分子標的薬商品名 適応がん
グリベック 血・GIST
スーテント GIST・腎
アフィニトール 腎・乳
イレッサ 肺
タルセバ 肺
ジオトリフ 肺
ネクサバール 肝・腎・甲状腺

表11　主な分子標的薬

表10　口腔粘膜炎を起こしやすい抗がん剤

表13　主な血液がんの化学療法と有害事象

表12　主な固形がんの化学療法と有害事象（カタカナは分子標的薬）

表14　おくすり手帳に載る経口抗がん薬高シェア商品名 適応がん・病名

低分子化合物

グリベック（経口） 血、GIST（消化管間質腫瘍）
イレッサ・タルセバ・ジオトリフ（経口）肺
ネクサバール（経口） 腎、肝
エンブレル リウマチ、クローン病
アフィニトール（経口） 腎、乳

モノクローナル
抗体

リツキサン 悪性リンパ腫、リウマチ
アービタックス 大腸、頭頸
レミケード リウマチ、クローン病
ハーセプチン 乳
アバスチン 大腸、肺、乳
ベクティビックス 大腸
オプジーボ 悪性黒色腫、肺、腎、ホジキンリンパ腫

寛解導入 地固め・維持 移植前 白血球 神経障害 粘膜炎
悪性リンパ腫 R-CHOP リツキサン Flu＋Bu ● ● ●
急性白血病 IDA＋Ara-C MTX、Ara-C Flu＋Bu、CPA大量 ● － ●
多発性骨髄腫 RVD ベルケイド L-PAM大量 ● ● ○

抗がん薬商品名 適応がん 系統
5-FU・フルツロン 胃・大腸・子宮・乳

ピリミジン拮抗薬
ユーエフティ 消化管・肝胆膵・肺・頭頸・子宮・前

立腺・膀胱・乳
ティーエスワン 食道・胃・大腸・頭頸・肺・胆膵・乳
ゼローダ 胃・大腸・乳
エンドキサン 胃・大腸・肝膵・子宮・卵巣・血 アルキル化薬
ベプシド 肺・子宮・卵巣・血 トポイソメラーゼ阻害薬
アロマシン

乳
内分泌療法薬

アリミデックス
フェマーラ
タモキシフェン・ノルバデックス
プロスタット・プロスタール 前立腺

抗がん剤 略号 商品名：（　）内ＧE 主な適応がん
フルオロウラシル 5-FU、S-1 5-FU、ティーエスワン 頭頸、食道、胃、大腸、乳、肝、

膵
メトトレキサート MTX メソトレキセート 乳、胃、血、肉腫
アドリアシン ADR アドリアシン 血、乳、膀胱
イリノテカン CPT-11 カンプト、トポテシン、（イリノテカ

ン）
肺、子宮頸、卵巣、大腸、胃、
乳、血

プラチナ製剤 CDDP、
L-OXP

シスプラチン、オキサリプラチン 頭頸、食道、胃、肺、膀胱、大腸

シクロフォスファミド CPA エンドキサン 血、肺、子宮、卵巣、乳
タキサン系 PTX、DTX タキソール（パクリタキセル）、タキ

ソテール（ドセタキセル）
卵巣、肺、乳、胃、子宮、頭頸、
食道

エトポシド VP-16　 ベプシド、ラステット 血、肺
シタラビン Ara-C キロサイド 血、肺、膀胱、乳、子宮

術前または局所進行 術　後 白血球 神経障害 粘膜炎

大腸癌
FOLFOX・FOLFILI・XEROX±ア
バスチン・アービタックス・ベク
ティビックス

FOLFOX、XEROX ● ○ ●

乳癌 AC、FEC、PTX、DTX、ハーセプチン、アフィニトール、
内分泌療法 ● ● ●

子宮・卵巣癌 　 TP、TC、アバスチン ● ● ○
胃癌・食道癌 （胃）CS、SOX、IRIS、（食）FP、DCF ● ● ○

非小細胞肺癌
TC＋アバスチン、DC、CDDP＋
PEM、イレッサ、タルセバ、ジオ
トリフ

UFT、CDDP＋VNR ● ● ●

肝癌 TACE、肝動注（CDDP）、ネクサバール － － －
胆嚢癌 CDDP＋ＧEM ● ● ○
膵癌 ＧEM、S-1、FOLFIRINOX ● ○ ●

の新薬である。厄介なのはプラリアが半
年、リクラストが１年毎の投与になる点
で、患者も忘れていることが多く問診に
注意を要する。
　現在のリファレンスとしては2014年版
の米国口腔顎顔面外科学会ポジションペ
ーパー、本邦の顎骨壊死ポジションペー
パー2016が妥当である。
Ｅ）消化器系薬（表８、９）

　PPIとH２ブロッカーはエステル化セ
フェム（フロモックス・メイアクト・ト
ミロン・バナン、etc）の吸収を減少さ
せる。非エステル化セフェムにはセフゾ
ンがあるが嫌気性菌をカバーできない。
ペニシリン系ではペングッドがエステル
化剤なので影響を受ける。
Ｆ）がん治療薬（医科歯科連携に必須の
がん治療の知識）（図、表10～15）

固形がん（手術＋化学療法＋放射線）

血液がん（化学療法＋移植＋放射線）

導入化学療法 導入化学療法 補助化学療法

入院

寛解導入
維持療法地固め・強化療法

•手術
•根治的化
　学放射線
　療法

再発・転
移の治療
（化学療
法・放射
線治療）
入院＆外来

導入治療なし 補助治療なし

造血幹細胞移植

外来

医療法人明和病院　歯科口腔外科　部長　　末松　基生先生講演

「くすり・検査値」がわかれば全身が見える㊦
おくすり手帳・血液検査データから全身状態を推知する

　医科入院のDPC化に伴い、外来化学療
法が急増したことで様々な固形がんの導
入・補助化学療法中の患者が歯科医院に
訪れるようになった。対応のポイントは
骨髄抑制と口腔粘膜炎でありナショナル
テキストによる講習が全国で実施されて
いるが、欠落している部分、すなわち臓
器別固形がん・血液がんの概要と治療ト
レンド、および歯科医院での注意点とそ
の根拠について周術期口腔管理の実例を
元に講演で述べた。

おわりに
　地域包括ケアが政策通り進めば歯科医
師に対する社会の要求はかなり高度化す
ることになる。１．有病者口腔管理を主
体とする医院内での医科歯科連携、２．
在宅口腔管理を主体とする地域包括現場
での医科歯科連携、の二刀流をこなせる
歯科医師の評価が高まることが予想さ
れ、これは大きなマーケティング成功要
因であると同時に、潮流を逃すと「蜘蛛
の糸」を切られるがごとく苦境に立たさ
れる可能性もある。
　歯科医師は今後、患者だけでなく医療
系多職種からジャッジを受ける立場に変
わることを念頭に置いて質の向上に努め
るべきであろう。
 （６月11日、歯科定例研究会より）



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

号第
発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第１８５７号

2017年 9月25日
1857

（８） ２０１７年(平成２９年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

映
画
案
内

映
画
案
内

白岩一心

保険医寄席で暑気払い!!!保険医寄席で暑気払い!!!

上方落語の魅力 間近に上方落語の魅力 間近に

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店

の
奇
蹟　
　
　

96

　

夏
は
落
語
で
暑
気
払
い
を
―
。
文
化
部
は
９
月
９
日
、
協
会

会
議
室
で
「
暑
気
払
い
！　

納
涼
保
険
医
寄
席
・
若
手
の
会
」

を
開
催
。
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
ら
58
人
が
参
加
し
た
。

　

初
来
演
の
桂
吉
坊
氏
（
吉
朝
門
下
）
と
桂
紋
四
郎
氏
（
春
蝶

門
下
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
落
語
の
『
皿
屋
敷
』『
延
陽
伯
』
を
口

演
し
た
ほ
か
、
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
入
門
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
大
師
匠
で
あ
る
桂
米
朝
師
匠
、
桂
春
團
治
師
匠
（
と
も
に

故
人
）
の
思
い
出
話
な
ど
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

ま
た
、
演
者
は
、
お
囃
子
の
は
や
し
や
絹
代
氏
と
と
も
に
、

上
方
落
語
独
特
の
「
ハ
メ
モ
ノ
」（
演
出
の
た
め
の
楽
器
演

奏
）
に
用
い
る
三
味
線
や
鳴
り
物
な
ど
を
紹
介
し
、
場
面
に
応

じ
た
使
い
方
も
実
演
し
た
。 

（
次
号
感
想
を
掲
載
予
定
）

「
雪
」
を
表
す
「
ハ
メ
モ
ノ
」
を
実
演

永 本 浩永 本 浩

⑧

のの

　

今
回
は
ス
テ
ー
キ
工
房
「
小

粋
」
垂
水
本
店
で
す
。

　

当
店
の
自
慢
は
、
店
長
・
西

田
井
氏
を
は
じ
め
、
４
人
の
料

理
人
がM

agician

宜
し
く
行
う

技
芸
で
す
。
お
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
も
ら
え
ま
す
。
目
の
前

で
料
理
し
、
楽
し
く
会
話
が
で

き
ま
す
。

　

ト
ル
コ
出
身
の
イ
ケ
メ
ン
料

理
人
・
ジ
ャ
ン
氏
は
来
日
12
年

で
日
本
語
も
堪
能
で
、
専
用
の

巨
大
な
ペ
ッ
パ
ー
ミ
ル
を
使
用

し
な
が
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国

（
キ
ル
ギ
ス
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
）
の
愉
快
な
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
食
事
に
話
の
花

が
咲
き
ま
す
。

　

牛
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
マ
ー

ル
エ
ビ
か
ら
の
だ
し
汁
の
入
っ

た
ガ
ー
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
、
パ
イ

包
み
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
は
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
唐
揚
げ
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

炎を上げる迫力いっぱいの鉄板パフォーマンス

おすすめのパイ包み
スープ（上）とオマ
ールエビ（右）　　

「koiki」のネオンが光るお店の前で。
西田井店長（左）と筆者　　　　　

ステーキ工房「小
こ

粋
いき

」垂水本店
神戸市垂水区日向１ー５ー１
レバンテ垂水２番館１Ｆ
垂水区役所１階西面（駐車場は地下１Ｆ・２Ｆ）
℡078ー767ー7733
営業時間11時～14時30分、17時～22時
※キャッスルホテル西明石にも支店あり

　

「
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
」
で
直

木
賞
を
受
賞
し
た
人
気
作
家
、

東
野
圭
吾
さ
ん
原
作
、
同
名
小

説
の
映
画
化
作
品
を
案
内
し
ま

す
。
予
告
編
や
宣
伝
チ
ラ
シ
よ

り
も
は
る
か
に
、
実
際
に
鑑
賞

す
る
と
、
心
底
感
動
し
ま
す
。

　

主
人
公
、
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の

店
主
・
浪
矢
雄
治
を
演
じ
る
名

優
、
西
田
敏
行
さ
ん
が
、
生
き

る
と
は
何
か
、
生
涯
を
全
う
す

る
と
は
、
悩
み
と
は
、
悩
み
の

相
談
を
受
け
る
と
は
、
人
生
最

期
の
瞬
間
の
感
情
と
は
何
か

を
、
鑑
賞
す
る
人
全
て
に
、
見

事
に
訴
え
て
い
ま
す
。
今
秋
一

番
の
話
題
の
邦
画
で
す
。

　

８
０
０
万
人
が
涙
し
た
と
言

中
心
に
、
80
年
に
比
重
を
置
き

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
で
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
、
細
か
い
心
理
描

写
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
貧
困
・

格
差
の
差
別
・
偏
見
も
、
隠
れ

た
現
代
の
象
徴
と
し
て
、
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

物
語
は
、
２
０
１
２
年
の
あ

る
夜
、
児
童
養
護
施
設
出
身
の

３
人
の
悪
が
き
が
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
に

忍
び
こ
ん
で
、
過
去
（
80
年
）

か
ら
の
手
紙
と
遭
遇
し
、
過
去

と
現
代
の
手
紙
の
や
り
取
り
が

始
ま
り
、
不
思
議
な
出
来
事
へ

と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

雑
貨
店
の
鍵
の
か
か
っ
た
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
郵
便
受
け
に
投

げ
込
ま
れ
る
悩
み
相
談
の
手
紙

に
、
３
人
は
返
事
を
書
い
て
い

き
ま
す
。
返
事
は
、
80
年
ま
で

悩
み
相
談
を
し
て
い
た
店
主
同

様
、
店
脇
の
牛
乳
箱
に
入
れ
て

お
く
と
、
相
談
者
が
手
に
取
り

読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
一
夜
限

り
の
時
を
超
え
て
届
く
手
紙
の

真
実
が
微
妙
に
つ
な
が
っ
て
い

く
瞬
間
、
全
て
の
謎
と
パ
ズ
ル

が
合
わ
さ
れ
、
そ
し
て
優
し
い

奇
蹟
に
包
み
込
ま
れ
ま
す
。

　

浪
矢
雄
治
が
人
生
最
期
に
、

悩
み
に
回
答
し
た
人
た
ち
の
運

命
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
苦
悩

し
、
心
残
り
に
感
じ
る
シ
ー
ン

に
特
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま

す
。
簡
単
に
人
の
悩
み
に
答
え

て
い
な
か
っ
た
か
自
問
自
答
す

る
、
西
田
敏
行
さ
ん
の
演
技
に

魅
了
し
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

小
説
同
様
、
映
画
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
白
紙
の
便
せ
ん

で
の
悩
み
相
談
に
回
答
す
る
店

主
の
最
後
の
手
紙
に
綴
ら
れ

た
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
重

み
で
す
。

　

あ
な
た
な
ら
、
白
紙
の
悩
み

相
談
に
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す

か
？　

日
常
生
活
で
、
悩
み
の

な
い
人
間
は
い
ま
せ
ん
。
返
事

が
、
相
手
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

与
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
簡
単

に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し

て
、
悩
み
の
解
決
方
法
は
、
本

人
自
身
の
強
い
意
志
に
委
ね
ら

れ
る
も
の
だ
と
気
づ
い
て
い
き

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
社
会
で
、
人
と
の

交
流
が
希
薄
な
現
代
だ
か
ら
こ

そ
、
大
き
な
感
動
が
得
ら
れ
、

ま
た
、
自
分
自
身
の
抱
え
る
悩

み
の
解
決
の
一
助
と
も
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
大
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
、
待
望
の
感
動
映
画

に
あ
な
た
も
参
加
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

絶
対
に
、

心
を
動
か
さ
れ
る
作
品
で
す
。

（
全
国
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

わ
れ
る
小
説
の
方
が

よ
か
っ
た
と
言
わ
せ

な
い
、
キ
ャ
ス
ト
・

脚
本
・
監
督
・
ス
タ

ッ
フ
の
情
熱
も
注
目

で
す
。
映
画
で
は
、

１
９
８
０
年
と
２
０

１
２
年
を
往
復
す
る

手
紙
の
や
り
取
り
を

参加費　500円
パネル報告
　「亡国にすすむ安保政策と改憲論」 元内閣官房副長官補　柳澤協二氏
　「誤解だらけの沖縄・米軍基地のこと」 元沖縄タイムス社会部長　屋良朝博氏
　「命を守る医師が体験する沖縄米軍基地の人権侵害」
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お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで
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署名用紙の追加注文は、☎078－393－1809まで

「保険で良い歯科医療」の「保険で良い歯科医療」の
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緊急投稿募集！

総選挙「投票に行こう」総選挙「投票に行こう」
　28日の臨時国会冒頭にも、首相が衆議院解散・
総選挙に踏み切ると報道されています。社会保障
政策や森友・加計問題など、選挙争点についての
投稿を緊急募集します。
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